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はばたく！　３２人の卒業生

第３回定例会……………………………
決算特別委員会…………………………
６人の議員が町政をただす……………
特集　町民の声…………………………
突撃インタビュー………………………
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※上記二次元コードを
　スマートフォンな
　どで読み取ると、
　議会ホームページ
　にアクセスします。

　令和８年９月２０日（日）に、交
流センターあいべで行われた間沢
地区敬老会において、間沢田植踊
保存会による間沢の田植踊りが披
露されました。
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令和８年第 4 回臨時会に提出された主な議案

令和8年
第 3 回
定 例 会

議案番号 会　計 補正の主な内容 補正額 補正後の予算額

議第 41号 一般会計
（第 ５ 号）

・テレビ共同受信施設支援等補助金   
　　　　　　　　　 　　1701万円
・保健センター屋根防水工事等　  　
　　　　　　　　　　　　274 万円
・農業広告料・首都圏域特産品流通
　拡大促進事業　　　　 2440 万円
・物価高騰対策事業補助金 　 　　
　　　　　　　　　　　  600 万円
・大井沢温泉館屋根修繕工事　       
　　　　　　　　　　　1670 万円
・空き家除去支援事業補助金　　　
　　　　　　　　　　　   250 万円
・スキー場運営施設修繕費、索道事 
　業運営補助金　　　　　965 万円

１憶 8790 万円 76 億 8650 万円

議第 42号 介護保険特別会計
（ 第 2 号） 介護給付費準備基金積立金、返還金 2225 万円 7 億 8291万円

議案番号 件　名 議案の主な内容

同意第５号 人権擁護委員の推薦 髙橋千鶴さん（吉川）は、令和 8 年 12 月 31 日
をもって任期満了となるので、引き続き任命する。

議第38号 過疎地域持続的発展計画の変更 西川町過疎地域持続的発展計画の一部を変
更する。

議第39号 令和８年度西川小学校屋内運動場空調設
備設置工事請負契約の締結

令和８年度西川小学校屋内運動場空調設備設置
工事について、株式会社佐藤建設と請負契約を
締結する。

議第40号
西川町印鑑条例の一部を改正する条例の
制定

特定在留カード、特定特別永住者証明書及び移
転端末設備による印鑑登録証明書の申請ができ
るようにする。

議案番号 件　名 議案の主な内容

承認第6号 令和 8 年度西川町一般会計補正予算（第
3 号）の専決処分

6 月 20 日の豪雨で町道および林道災害復旧事
業調査査定資料作成費用 900 万円を追加する。

議第33号 財産（小型ロータリ除雪車）の購入 小型ロータリ除雪車を3014万円で更新する。

議第34号 西川町みどり住宅条例の一部改正する条
例の制定

西川町みどり住宅 G 棟の 4 戸のうち 1 戸を用途
変更し、町内企業に貸し出せる部屋を拡充する。

議第35号 令和 8 年度西川町一般会計補正予算（第 4 号） 歳入歳出それぞれ 2344 万円を追加する。

議第36号 令和 8 年度西川町公共下水道事業会計補
正予算（第 1号）

人口減少に伴い、使用収入の減少や施設管路の
老朽化対応への下水道経営戦略改定業務 842 万
円を追加する。

議第37号 令和 8 年度西川町農業集落排水事業会計
補正予算（第 1号） 経営戦略改定業務 66 万円を追加する。

（万円単位表示にするため万円以下の端数を調整）【令和８年度各会計補正予算】

【人事案、条例案等】

【条例案等】

令和８年第 3 回定例会に提出された主な議案

　

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
４
日
か
ら
１８
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
、
人
事
案
件
、
条
例
案
、
補
正
予
算
案
な
ど
２７
議
案
が
提
出
さ
れ
慎
重
に
審

議
し
た
結
果
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
6
人
の
議
員
が
１２
件
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
各
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
本
誌
４
ペ
ー
ジ
か
ら
7
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲海味地区にある電波受信点（アンテナ）

小
型
除
雪
車

　
　

小
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪

　
　

車
の
使
用
範
囲
・
購

入
目
的
と
配
備
先
は
ど
こ

で
す
か
。

建
設
水
道
課

　
　

平
成
11
年
に
購
入
し

　
　

た
小
型
ロ
ー
タ
リ
除
雪

車
の
更
新
で
、間
沢
～
海
味

間
の
歩
道
や
吉
川
の
歩
道

除
雪
作
業
で
使
用
し
ま
す
。

町
営
住
宅
条
例
制
定
　

　
　

現
在
使
用
し
て
い
る

　
　

居
住
者
の
生
活
環
境

変
化
に
伴
い
、
①
事
業
者

参
入
の
借
り
上
げ
見
通
し

と
規
模　

②
町
内
会
加
入
、

地
域
活
動
へ
の
協
力
義
務

の
明
記　

③
ト
ラ
ブ
ル
発

生
時
の
連
絡
先
お
よ
び
責

任
の
所
在
は
ど
の
よ
う
に

な
り
ま
す
か
。

建
設
水
道
課

　
　

①
借
り
上
げ
見
通
し

　
　

は
、
４
戸
ぐ
ら
い
と

想
定
し
ま
す
。
②
町
内
会

加
入
は
町
内
会
し
だ
い
と

思
い
ま
す
。
③
ト
ラ
ブ
ル

窓
口
は
借
り
上
げ
事
業
者

と
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
自
主
協
聴
組
合

総
務
課

　

西
川
町
の
全
世
帯（
１
７

７
０
世
帯
）の
う
ち
５８
．５３

％
、１
０
３
６
世
帯
が
共
聴

組
合
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

町
の
約
５
割
が
高
齢
者
世

帯
で
あ
り
、テ
レ
ビ
視
聴
は

大
き
な
娯
楽
の一つ
で
あ
り
、

か
つ
、災
害
時
の
貴
重
な
情

報
ツ
ー
ル
で
す
。

　

町
は
８
月
６
日
に
現
状

把
握
の
た
め
自
主
共
聴
組

合
と
対
話
会
を
実
施
し
ま

し
た
。組
合
員
数
の
減
少

に
よ
り
金
銭
的
負
担
や
、

積
雪
に
よ
る
光
ケ
ー
ブ
ル
の

断
線
な
ど
の
機
器
故
障
に

か
か
る
費
用
負
担
が
増
加

し
、点
検
に
よ
っ
て
設
備
の

老
朽
化
・
腐
食
が
激
し
く

問問 答答

ここに注目 !
P2

テレビ受信テレビ受信をを守守るる

早
急
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、町
は
電
波
受

信
点
設
備
の
機
器
更
新
に

対
し
て
補
助
率
10
/
10
で

共
聴
組
合
に
補
助
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
も
、２
名
の
議
員

が
一
般
質
問（
第
２
回
定

例
会
）を
し
ま
し
た
。

　大井沢方面の受信機は上間
沢、月山沢、弓張平方面で受信
されており重要なライフラインで
す。今後も設備更新などに多額
の費用がかかります。感謝ととも
に、よろしくお願いします。

志田龍太郎さん（大井沢）

古沢孝良さん（綱取） 設楽光利さん（睦合）

　睦合方面のアンテナは、
海味第 1、 第 3 町内会、
梅沢第１、第 2 町内会で
テレビの難視聴世帯が加
入しています。高齢者にと
って重要な情報ツールで
す。有難く思っています。

　沼の平の組合は参加
する戸数が減少してい
る現状です。 災害時は
重要な情報ツールであ
ることから受信施設へ
の支援補助に感謝して
います。

テレビ共同受信施設（自主共聴）アンテナ受信範囲

電波受信点（アンテナ）設備機器更新
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月
山
和
牛

月
山
和
牛
ブ
ラ
ン
ド

確
立
と
観
光
・
消
費

拡
大
を
目
的
に
、
月
山
和

牛
補
助
金
２
９
１
万
円
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
事

業
者
だ
け
で
な
く
、
町
民

が
購
入
で
き
る
制
度
変
更

と
補
助
金
対
応
は
で
き
ま

せ
ん
か
。

か
せ
ぐ
課

月
山
和
牛
補
助
金
は

町
内
の
１１
事
業
者
に
肉
の

購
入
額
の
1
/
2
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
町
の
戦
略

と
し
て
は
小
売
り
で
は
な

く
、
町
の
事
業
者
が
店
内

で
提
供
す
る
料
理
で
月
山

和
牛
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、

町
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
と
観

光
拡
大
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
の
で
、

飲
食
店
で
の
利
用
を
対
象

と
し
た
補
助
と
し
て
い
ま

す
。

新
た
な
観
光

べ
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
ビ
レ
ッ
ジ
に
選

ば
れ
て
い
る
西
川
町
で
す

が
、
目
玉
と
な
る
コ
ン
テ

ン
ツ
や
政
策
は
あ
り
ま
す

か
。

観
光
課

王
道
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ル
ー
ト
に
は
な
い
、
ま
だ

広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
西

川
町
な
ら
で
は
の
ロ
ー
カ

ル
な
体
験
を
見
せ
て
い
く

方
針
で
す
。
具
体
的
に
は
、

大
井
沢
地
区
で
体
験
で
き

る
大
根
抜
き
や
、
大
井
沢

自
然
と
匠
館
で
の
も
の
づ

く
り
体
験
、
朝
の
自
転
車

ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど
、
地
域

の
自
然
や
日
常
の
暮
ら
し

に
触
れ
ら
れ
る
体
験
型
コ

ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
、

新
た
な
魅
力
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

炊
き
出
し
貸
機
材

避
難
所
用
炊
き
出
し

貸
機
材
６
２
０
万
円

は
ど
の
よ
う
な
機
材
で
す

か
。
ま
た
保
管
場
所
は
ど

こ
で
す
か
。

総
務
課

災
害
時
に
外
で
炊
き

出
し
を
す
る
機
材
で
、
炊

飯
器
・
鍋
等
一
式
揃
っ
て

い
ま
す
。
防
災
訓
練
等
で

要
請
が
あ
れ
ば
貸
出
も
可

能
で
す
。

　

保
管
場
所
は
「
あ
い

べ
」
南
側
に
有
事
の
際
の

非
常
食
・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ト
等
と
一
緒
に
保
管
し
て

い
ま
す
。

除
雪
車
の
出
動
基
準

除
雪
車
が
出
動
す
る

基
準
は
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
融
雪
剤
は
ど
の

よ
う
な
基
準
で
散
布
し
て

い
ま
す
か
。

建
設
水
道
課

除
雪
は
、
路
面
の
積

雪
が
10
㎝
に
達
し
た
場
合
、

あ
る
い
は
気
象
予
報
等
に

よ
り
今
後
10
㎝
以
上
の
降

雪
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る

場
合
に
、
安
全
な
交
通
確

保
の
た
め
除
雪
作
業
を
開

始
し
ま
す
。

　

融
雪
剤
の
散
布
の
基
準

は
、
気
温
低
下
に
よ
る
凍

結
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
、

日
中
に
解
け
た
雪
が
夜
間

に
再
凍
結
す
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
が
対
象
で
す
。
特

に
危
険
な
坂
道
や
橋
の
上

な
ど
を
中
心
に
、
計
画
的

に
散
布
し
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策

つ
な
が
る
ク
ー
ポ
ン

事
業
は
令
和
７
年
度

は
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
配
布

で
、
８
年
度
は
商
品
券
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
ク
ー
ポ
ン
事
業
を

ど
の
よ
う
に
総
括
し
て
い

ま
す
か
。

か
せ
ぐ
課

コ
ロ
ナ
禍
の
頃
は
紙

媒
体
で
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
電
子
ク
ー
ポ
ン
で
の

実
施
時
は
、
事
務
処
理
の

効
率
が
高
い
と
の
認
識
で

す
。
ま
た
、
利
用
率
に
つ

い
て
は
、
ど
ち
ら
も
同
じ

と
の
認
識
で
す
が
、
町
民

の
方
か
ら
は
紙
の
ほ
う
が

使
い
や
す
い
と
の
声
も
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
令

和
８
年
度
の
換
金
が
終
了

し
て
か
ら
、
町
民
と
事
業

者
の
声
を
聴
い
て
判
断
し

て
い
き
ま
す
。

実
証
実
験

「
雪
害
見
守
り
サ
ー

ビ
ス
」
実
証
事
業
は
、

A
G
C
株
式
会
社
（
世
界

最
大
の
大
手
素
材
・
ガ
ラ

ス
メ
ー
カ
ー
）
や
日
本
気

象
協
会
側
か
ら
の
提
案
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
が
55
万
円
を
支
払
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

つ
な
ぐ
課

先
方
か
ら
の
提
案
で

あ
っ
て
も
全
額
無
料
で
は

な
く
、
町
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
を
得
て
い
る
た
め
、

そ
の
対
価
と
し
て
55
万
円

を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
路
面
の
状
態
や

雪
下
ろ
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、

天
気
予
測
を
公
開
し
た
り
、

建
設
会
社
へ
除
雪
情
報
を

提
供
し
た
り
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
運
用
や
情
報
提

供
の
費
用
と
し
て
算
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
ぶ
な
の
は
」
運
営

「
ぶ
な
の
は
」
運
営

の
業
務
委
託
料
に
１

２
６
万
円
執
行
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
実
施
内
容
を
伺

い
ま
す
。

ま
な
ぶ
課

「
ぶ
な
の
は
」は
、子

供
達
に
学
校
・
家
庭
に
代

わ
る
第
三
の
居
場
所
を
提

供
し
て
い
こ
う
と
、令
和
７

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

事
業
で
す
。委
託
先
は
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
持
っ

た「
ア
ク
ト
ラ
イ
フ
」で
す
。

ど
ん
な
居
場
所
が
良
い

か
子
供
達
の
対
話
会
、各

種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通

じ
て
、中
高
生
と
小
学
生

が
相
互
的
に
繋
が
り
、そ

し
て
子
供
達
が
家
庭
以

外
の
人
と
繋
が
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

病
院
の
利
用
者

令
和
6
年
度
に
比
べ

て
、
1
日
の
患
者
数
、

入
院
患
者
数
、
病
院
の
外

来
患
者
数
が
減
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

増
や
し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
立
病
院

減
少
の
要
因
は
、人

口
減
少
に
加
え
て
、令
和

6
年
度
に
多
か
っ
た
コ
ロ
ナ

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の

感
染
症
が
令
和
7
年
度
は

少
な
か
っ
た
た
め
で
す
。今

後
の
患
者
確
保
策
と
し
て

は
、基
幹
病
院（
県
立
中
央

病
院
な
ど
）か
ら
の「
下
り

搬
送
」を
受
け
入
れ
、町
立

病
院
で
地
域
包
括
ケ
ア
を

提
供
し
て
い
く
流
れ
を
強

化
し
ま
す
。さ
ら
に
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
」を
活
用
し
て

い
く
こ
と
で
、新
た
な
患
者

の
確
保
と
増
加
を
図
り
ま

す
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
額
は
ど
の
く
ら
い

伸
び
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
返
礼
品
と
し
て

新
し
く
加
わ
っ
た
物
は
あ

り
ま
す
か
。

か
せ
ぐ
課

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

付
額
は
令
和
６
年
度
の
７

億
３
４
１
０
万
円
か
ら
、令

和
７
年
度
に
は
９
億
９
０

０
０
万
円
に
伸
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、返
礼
品
と
し
て

新
し
く「
つ
る
か
ご
」「
金

（
加
工
品
）」「
月
山
自
然
水

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
ボ

ト
ル
）」が
加
わ
り
ま
し
た
。

寒
河
江
ダ
ム
ス
ポ
ー
ツ
広
場

寒
河
江
ダ
ム
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
利
用
者
が

年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
を
増
や
す
た

め
に
、
他
課
と
の
連
携
や

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
ま

す
か
。建

設
水
道
課

他
課
や
関
係
団
体
と

緊
密
に
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
利
用
者
数

向
上
の
た
め
、
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
を
活
用
し
、
親
し
み

や
す
い
形
で
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ

ベ
ン
ト
時
だ
け
で
な
く
、

普
段
か
ら
自
由
に
利
用
で

き
る
場
所
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
広
く
周
知
し
、
気

軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
情
報
発
信
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

問問

問

問

問問

問問

問

問

答答

答

答

答答

答答

答

答

　令和７年度の各会計決算の認定は、決算特別委員会（議長と
議選監査委員を除く8名で構成）での審査に付託されました。
　決算特別委員会は、９月10日から5日間にわたり各課の決
算説明を受け、審査しました。その主な内容を紹介します。

令和令和７７年度の年度のお金お金のの使使いい方方はは

▲大井沢の大根抜き

▲炊き出し貸機材

▲

オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ト
ル

▲入口の案内看板

決算
特別委員会

【 各 課 説 明 】

令和７年度会計
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▲

道
の
駅
に
し
か
わ
売
店

決算
特別委員会
【 審 議 ・ 採 決 】

令和７年度会計

月
山
フ
ォ
ー
ラ
ム

月
山
エ
リ
ア
の
当
初

の
目
的
と
今
で
は
ど

う
変
わ
っ
て
き
た
の
で
す

か
。
現
在
の
活
動
意
義
を

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
は
な
い
の
で
す
か
。

観
光
課

月
山
エ
リ
ア
の
活
性

化
を
目
指
し
て
、
西
川

町
・
鶴
岡
市
・
大
蔵
村
・

戸
沢
村
・
庄
内
町
で
構
成

し
て
い
ま
す
。
コ
コ
ヘ
リ

の
貸
出
事
業
、
二
次
交
通

対
策
事
業
な
ど
で
活
性
化

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
西
川
町
が
事
務

局
で
す
の
で
、今
後
の
在
り

方
は
こ
れ
か
ら
の
議
論
に

な
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

観
光
施
設
整
備
事
業

月
山
の
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
未
然
防
止

対
策
で
観
光
施
設
整
備
事

業
補
助
金
１
０
０
０
万
円

が
あ
り
ま
す
が
、
内
容
は

何
で
す
か
。

観
光
課

志
津
駐
車
場
舗
装
整

備
事
業
の
補
助
金
で
、
月

山
環
境
整
備
運
営
協
議
会

へ
支
出
し
ま
し
た
。
工
事

に
よ
り
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
す
る
た
め
の
利
便

性
を
高
め
ま
し
た
。

商
標
登
録

登
録
商
標
の
手
数
料

の
決
算
額
が
０
円
で

す
。
本
事
業
は
ど
こ
に
委

託
し
て
い
ま
す
か
。
何
が

ネ
ッ
ク
で
登
録
が
進
ま
な

か
っ
た
の
で
す
か
。

み
ど
り
共
創
課

西
川
町
総
合
開
発
株

式
会
社
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
「
月
山
の
恵

み
」
で
登
録
し
て
い
る
業

者
が
あ
り
、
調
査
等
で
時

間
を
要
し
た
た
め
、
令
和

８
年
度
に
事
業
の
実
施
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
商
標
登

録
は
、
「
月
山
の
め
ぐ

み
」
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
進

め
て
い
ま
す
。

介
護
用
品
支
給

お
む
つ
の
支
給
は
介

護
用
品
支
給
委
託
事

業
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

収
入
に
は
県
の
補
助
金
で

お
む
つ
支
給
事
業
の
交
付

金
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
国

庫
補
助
金
で
は
保
険
者
機

能
強
化
推
進
交
付
金
が
あ

り
ま
す
が
、
内
容
を
お
聞

き
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課

本
事
業
は
介
護
保
険

特
別
会
計
の
特
別
給
付
費

の
中
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
の
補
助
金
は
一
般
会

計
の
歳
入
で
障
が
い
者
の

自
立
支
援
に
対
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
国
庫
補
助
金
の

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交

付
金
は
、
介
護
保
険
特
別

会
計
の
歳
入
で
、
保
険
者

（
町
）の
取
り
組
み
に
対
す

る
評
価
の
交
付
金
で
あ
り
、

当
町
で
は
、
町
独
自
で
行

っ
て
い
る
お
む
つ
支
給
な

ど
の
特
別
給
付
事
業
に
充

当
し
て
い
ま
す
。

水
道
の
有
収
率

有
収
率
が
前
年
度
と

比
べ
３
・
５
％
上
昇

し
て
60
・
９
％
に
な
っ
た

の
は
、
漏
水
箇
所
を
修
理

し
た
た
め
と
の
こ
と
で
し

た
。
西
村
山
郡
内
の
他
市

町
の
有
収
率
は
70
％
～
80

％
台
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

西
川
町
が
低
い
要
因
は

な
ん
で
す
か
。

建
設
水
道
課

有
収
率
が
低
く
な
っ

て
い
る
要
因
は
、
漏
水
や

施
設
の
老
朽
化
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
本
管
か
ら
メ
ー

タ
ー
ま
で
の
給
水
管
が
長

く
、
ま
た
、
舗
装
さ
れ
て

い
な
い
所
も
あ
っ
て
漏
水

が
見
つ
け
に
く
い
所
も
あ

り
ま
す
。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

堅実な財政運営維持堅実な財政運営維持 令和７年度
決 算 の
ポイント

　令和７年度の一般会計、特別会計、事業会計の９会計について、
決算特別委員会での審査を経て、９月1６日の本会議で審議し、全
会計決算を認定しました。議会だよりでは、知っておくべき決算の
ポイントを紹介します。

町
の
財
政
状
況

①
一
般
会
計
歳
入

　

町
の
独
自
財
源
で
あ
る

町
税
は
、
個
人
町
民
税
は

令
和
６
年
度
に
実
施
さ
れ

た
定
額
減
税
の
影
響
の
解

消
に
よ
る
増
、
固
定
資
産

税
は
、
償
却
資
産
の
増
加

に
加
え
破
産
手
続
き
終
了

に
よ
る
滞
納
繰
越
金
の
収

納
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
増

加
し
ま
し
た
が
、
法
人
町

民
税
は
法
人
数
及
び
法
人

税
割
の
減
に
よ
り
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

施
設
整
備
が
終
了
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
庫
支
出

金
が
減
少
し
た
も
の
の
、

地
方
交
付
税
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
寄
附
金
が
増
加
し
、

①標準財政規模　35億5247万円
　一般財源の標準的な大きさを示す。
②財政力指数　0.22
　１に近いか超えるほど財政に余裕がある。
③経常収支比率　80.8％
　100％に近いほど自由に使えるお金が少ない。
④実質公債費比率　10.2％
　25％以内は健全な状態にあることを示す。
⑤将来負担比率　0％
　350％以内は健全な状態にあることを示す。
⑥基金残高合計　38億2976万円
　町の貯金。様 な々基金がある。

財政の指標などを確認

①義務的経費が6198万円の増加
　※職員数、給与改定等による増加
②物件費が４億5833万円の増加
　※�新行政情報システム及びフロントヤード改革事業

増など
③普通建設事業費が６億3651万円の減少
　※�ブレジャー対応型拠点づくり事業及び月山湖カ

ヌースプリント競技場施設整備事業費の減

対
前
年
比
3.8
%
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

②
一
般
会
計
歳
出

　

歳
出
面
に
お
い
て
は
、

産
業
振
興
複
合
施
設
や
月

山
湖
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

競
技
場
施
設
整
備
事
業
費

が
減
少
し
ま
し
た
が
、
人

件
費
や
新
行
政
シ
ス
テ
ム

等
の
物
件
費
、
豪
雨
災
害

等
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業

費
の
増
加
な
ど
が
見
ら
れ
、

対
前
年
比
0.8
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

今
後
の
財
政
運
営

　

人
口
減
少
と
少
子
高
齢

化
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
も
多
く
、
財
政

運
営
に
つ
い
て
は
、
今
後

と
も
厳
し
い
状
況
が
続
く

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税

に
つ
い
て
は
、
増
収
対
策

や
的
確
な
賦
課
、
徴
収
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
、

県
に
対
し
て
は
、
地
方
交

付
税
な
ど
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
財
源
が
確

保
で
き
る
よ
う
、
所
要
の

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強

く
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、今
後

も
高
齢
者
医
療
な
ど
社

会
保
障
費
や
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
対
策
、新
規

施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど

社
会
資
本
整
備
費
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、世

界
情
勢
に
よ
る
物
価
高
騰

に
加
え
、異
常
気
象
に
よ

る
自
然
災
害
の
復
旧
な
ど
、

想
定
外
か
つ
突
発
的
な
支

出
を
要
す
る
事
態
が
考
え

ら
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
を
ふ

ま
え
、政
策
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
以
上
の
選
択
と
集
中

を
図
り
、事
務
事
業
に
関

す
る
点
検
や
公
共
施
設
等

の
適
正
な
管
理
な
ど
、行

政
経
費
の
節
減
・
効
率
化

に
一
層
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

西
川
町
監
査
委
員

　
　
　
　

古
沢　

美
代
子

　
　
　
　

荒
木　

俊
夫

歳入総額 89 億 4876 万円

歳出総額 84 億 4894 万円

一
般
会
計
歳
入
の

ポ

イ

ン

ト

一
般
会
計
歳
出
の

ポ

イ

ン

ト

行
政
経
費
の
節
減
と
効
率
化
を

�

町
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
【
抜
粋
】

▲決算審査報告書の提出

　９月１６日、議場で決算特別委員会を開催し、令和
７年度の各会計決算の認定について、審議・採決を
行い、全員賛成で可決されました。
　その主な質疑の内容を紹介します。

▲�ココヘリとは、遭難者を早く、
正確に見つける捜索サービス

①町税全体で、1819万円の増加
　※個人及び固定資産税の増
②地方交付税が３億3446万円の増加
　※職員給与、新地創交付金に要する経費の増
③個人版ふるさと納税が２億 9046万円の増加

▲

舗
装
さ
れ
た
志
津
の
駐
車
場
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６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

三
山
電
車
修
復
車
両

三
山
電
車
の
正
式
な

寄
付
採
納
の
申
し
出

が
あ
っ
た
際
は
、町
は
寄

付
採
納
を
受
け
ま
す
か
。

令
和
６
年
10
月
31
日

付
け
の
回
答
の
通
り

で
、「
保
存
方
法
や
有
効

活
用
の
具
体
的
事
項
全
般

に
つ
い
て
、
す
べ
て
町
に

一
任
す
る
こ
と
を
条
件
に
、

正
式
に
寄
付
採
納
の
申
し

出
を
受
け
た
際
は
あ
り
が

た
く
承
る
所
存
で
す
。」

と
記
載
し
て
い
ま
す
。

所
有
者
は
10
月
中
に

寄
付
申
し
出
を
正
式

に
済
ま
せ
る
よ
う
進
め
ま

す
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

所
有
者
の
意
向
に
沿

っ
て
進
め
る
べ
き
と

考
え
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度

町
に
情
報
公
開
を
請

求
し
て
記
載
漏
れ
が

あ
っ
た
場
合
、
そ
の
場
で

の
速
や
か
な
対
応
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
本
件
で
は

２
週
間
近
く
過
ぎ
た
後
に

連
絡
し
て
い
ま
す
。
こ
の

対
応
は
適
切
で
し
た
か
。

当
時
、
情
報
公
開
担

当
者
が
不
在
で
、
す

ぐ
に
対
応
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
担
当
者

が
精
査
・
調
査
を
し
申
請

者
に
電
話
で
連
絡
し
ま
し

た
。

内
部
公
益
通
報
制
度

町
で
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
匿
名
で
の
通

報
も
可
能
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
通
報
様
式
や

問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
で

は
氏
名
・
住
所
な
ど
の
入

力
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
で
は
、
通
報
者

の
意
図
し
た
匿
名
性
が
阻

害
さ
れ
、
通
報
の
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇に

つ
な
が
り
ま
せ
ん
か
。

ス
キ
ー
場
の
運
営

運
営
会
社
か
ら
は
、

１
８
０
０
万
円
の
補

助
が
あ
れ
ば
今
年
度
の
運

営
は
可
能
で
あ
る
と
の
提

示
が
あ
り
ま
し
た
が
、ど

う
対
応
し
ま
す
か
。

町
と
し
て
は
運
営
に

向
け
て
、
補
助
金
額

４
０
０
万
円
の
増
額
補
正

を
９
月
議
会
に
計
上
し
て

い
ま
す
。

ス
キ
ー
場
の
経
済
効

果
・
維
持
管
理
計
画

の
適
切
性
・
運
営
会
社
の

自
助
努
力
を
検
討
し
て
、

町
は
運
営
方
針
を
策
定
し

た
の
で
す
か
。

令
和
７
年
度
の
経
済

効
果
１
６
５
０
万
円

を
基
に
し
て
経
費
を
差
し

引
く
と
、
令
和
８
年
度
か

ら
11
年
度
ま
で
毎
年
赤
字

で
す
が
、
経
済
効
果
を
上

げ
れ
ば
黒
字
に
逆
転
で
き

る
数
字
で
あ
り
ま
す
の
で
、

令
和
11
年
度
ま
で
は
継
続

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

通
報
様
式
に
氏
名
・

住
所
欄
が
あ
り
ま
す

が
、
手
書
き
で
の
申
請
書

で
す
の
で
、
匿
名
で
も
で

き
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
の
メ
ー
ル
フ

ォ
ー
ム
は
通
報
の
も
の
と

誤
解
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
削
除
し
ま
す
。

の
っ
て
あ
べ
プ
ラ
ス

８
月
の
利
用
実
績
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

西
部
エ
リ
ア
２
件
、

東
部
エ
リ
ア
１７
件
合

わ
せ
て
１９
件
で
す
。

町
内
の
高
齢
者
に
は

指
定
拠
点
施
設
に
含

ま
れ
な
い
専
門
医
療
機
関

な
ど
に
通
院
し
て
い
る
方

が
お
ら
れ
ま
す
。
町
民
か

ら
の
要
望
を
反
映
し
、
拠

点
を
柔
軟
に
見
直
す
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
の
実
証
事
業
で
す

の
で
年
度
途
中
で
の

拠
点
変
更
な
ど
は
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問

問

問

問

問問

問問

答答

答

答答

答答 答

佐
さ と う

藤 大
だい

 議員

佐
さ と う

藤 光
みつやす

康 議員

三山電車は寄付採納へ
スキー場は継続へ

町民の権利保障は
のってあべプラスの実証運行は

質問事項（発言順）

一般質問
佐藤　大　議員……………………………………P９
１　三山電車修復車両について

２　町民スキー場の運営について

佐藤　光康　議員…………………………………P９
１　町民の権利保障と行政トップの政治姿勢について

２　�「のってあベプラス」の実証運行と今後の展開に
ついて

黒田　啓　議員……………………………………P10  
１　�西川学園（保小中一貫教育）全体構想の進展状況

と今後の方針について

２　�少子化の現状を見据えた小中学校の将来の運営体
制について

奥山　友幸　議員…………………………………P10
１　保育園と保育園留学の今後について

２　町の商工振興の推進について

飯野　幹夫　議員…………………………………P11
１　�人口減少に伴う町職員の体制と公共施設管理計画
について

２　沼山・水沢地区の課題について

大泉　奈美　議員…………………………………P11
１　社会福祉サービスの展開、福祉の業務委託について

２　部活動地域展開について

６
人
の
議
員
が
町
政
を
た
だ
す

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
そ

の
課
題
等
に
つ
い
て
町
の
考

え
方
や
疑
問
を
た
だ
す
の
が

一
般
質
問
で
す
。

　

今
回
の
第
３
回
定
例
会
で

は
６
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま

し
た
。
質
問
と
答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
こ
が
聞
き
た
い

そ
こ
が
聞
き
た
い

※�第３回定例会の傍聴者は延べ19人でした。ご覧いただいた皆さん、ありがと
うございました！　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和8年9月末時点）

▲三山電車修復車輛
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６
人
の
一
般
質
問

６
人
の
一
般
質
問

人
員
適
正
化
計
画

人
口
減
少
に
伴
う
町

職
員
の
人
員
適
正
化

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

現
時
点
で
は
、
該
当

す
る
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
、
第
７
次
西

川
町
総
合
計
画
改
定
の
中

で
人
員
適
正
計
画
を
策
定

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
共
施
設
管
理
計
画
は

保
健
セ
ン
タ
ー
・
あ

い
べ
・
水
道
管
理
セ

ン
タ
ー
・
役
場
の
4
ヵ
所

に
分
か
れ
て
い
る
建
物
の

集
約
化
、
お
よ
び
旧
小
中

学
校
の
建
物
を
今
後
、
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
考
え

で
す
か
。

集
約
化
を
考
え
る
と
、

町
民
税
務
課
・
健
康

福
祉
課
を
統
合
し
、
保
健

セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
な
い
、

ま
た
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー

を
他
に
活
用
す
る
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

５
年
後
の
生
徒
数

令
和
１３
年
度
の
小
学

校
・
中
学
校
の
予
想
さ

れ
る
生
徒
数
を
伺
い
ま
す
。

令
和
１３
年
度
の
予
想

さ
れ
る
生
徒
数
は
以

下
の
通
り
で
す
。

小
学
校　

全
校
９１
人

６
ク
ラ
ス（
１５
人
／
ク
ラ
ス
）

（
※
３６
人
減
）

中
学
校　

全
校
５９
人

３
ク
ラ
ス（
２０
人
／
ク
ラ
ス
）

（
※
９
人
減
）※
比
令
和
８
年
度

施
設
一
体
型
校
舎

西
川
小
学
校
を
施
設

一
体
型
校
舎
に
対
応

さ
せ
る
に
は
、ど
の
よ
う
な

改
修
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

生
徒
数
の
実
数
を
把

握
し
な
い
と
正
確
に

は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
国
の
定
め
る
中
学
校

の
設
置
基
準
に
沿
っ
て
、

施
設
一
体
型
校
舎
と
し
て

対
応
さ
せ
る
に
は
、
職
員

室
の
拡
張
、
特
別
教
室
の

高
機
能
化
改
装
、
ト
イ
レ

手
洗
い
場
の
改
修
工
事
等

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

園
児
激
減
へ
の
対
策

園
児
数
が
71
名
、
稼

働
率
41.

7
％
に
激

減
す
る
中
、
職
員
の
任
用

替
え
や
削
減
な
ど
、
財
政

負
担
へ
の
対
策
は
あ
り
ま

す
か
。

　

ま
た
、
保
育
園
留
学
の

リ
ピ
ー
タ
ー
率
27.

5
％

と
い
う
実
績
は
現
場
の
保

育
士
の
努
力
の
賜
物
で
あ

り
、
町
は
雇
用
確
保
と
園

の
存
続
に
全
力
を
尽
く
す

べ
き
で
す
。「
保
育
園
留

学
」
の
さ
ら
な
る
拡
大
策

と
「
英
語
教
育
」
の
導
入

計
画
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
ま
す
。

手
厚
い
保
育
は
本
町

の
強
み
で
あ
り
、現
時

点
で
職
員
削
減
や
任
用
替

え
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
保
育
園
留
学
」は
、保

育
士
の
雇
用
確
保
の
た
め

に
も
、目
標
の
達
成
に
向
け

広
報
を
強
化
し
ま
す
。保

育
園
の「
英
語
教
育
」は
来

年
度
に
実
証
実
験
を
行
い
、

２
年
後
に
は
導
入
し
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
付
は
、
健
康
福

祉
課
と
社
会
福
祉
協
議
会

が
連
携
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
訓
練

な
ど
は
行
っ
て
い
ま
す
か
。

町
の
防
災
計
画
に
よ

り
、連
携
し
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ニ
デ
イ
・
サ
ロ
ン

ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
の
成
果
と
課
題
を
伺
い

ま
す
。ミ

ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

は
、
令
和
７
年
度
は

25
地
区
で
延
べ
1
4
0
回

開
催
し
、
延
べ
2
9
0
7

人
の
参
加
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
７
か

所
開
設
し
、
延
べ
9
7
7

回
開
催
し
、
延
べ
6
5
6

0
人
の
参
加
に
な
り
ま
し

た
。
課
題
と
し
て
は
、
両

水
沢
岩
根
沢
線

町
道
水
沢
岩
根
沢
線

は
職
員
の
努
力
で
仮

復
旧
工
事
に
よ
り
、
冬
季

間
は
通
行
で
き
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
春
か
ら
の
本

復
旧
工
事
に
伴
う
迂
回
路

は
悪
路
・
遠
距
離
に
て
極

め
て
不
便
で
す
。
配
水
場

付
近
に
臨
時
迂
回
路
の
検

討
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

コ
ス
ト
面
で
は
、
そ

れ
ほ
ど
か
か
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
水
道
管

埋
設
と
い
う
こ
と
と
、
急

傾
斜
に
よ
る
坂
道
の
安
全

面
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
現
場
を
視

察
し
て
検
討
し
ま
す
。

学
校
運
営
の
方
向
性

将
来
の
学
校
運
営
の

方
向
性
を
検
討
す
る

時
期
に
き
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
協
議
会
・
対
話

会
の
立
ち
上
げ
の
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

令
和
１３
年
度
ま
で
に

年
間
出
生
者
数
１０
人

を
維
持
で
き
な
い
と
８
年

先
に
は
複
式
学
級
対
応
と

な
り
ま
す
。
町
と
し
て
は

保
小
留
学
制
度
を
総
動
員

体
制
で
促
進
し
、
移
住
政

策
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、

一
方
で
こ
の
状
況
を
受
け

入
れ
て
、
仮
説
の
予
想
を

立
て
対
応
方
針
を
検
討
す

べ
く
、
適
切
な
時
期
に
、

町
民
対
話
会
・
協
議
会
を

通
じ
て
方
向
性
を
考
え
る

時
期
に
来
て
い
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

新
戦
略
で
人
流
創
出

新
築
着
工
数
が
減
少

す
る
中
、
地
元
建
築

業
者
は
大
変
厳
し
い
状
況

で
す
。
思
い
切
っ
た
新
築

支
援
は
あ
り
ま
す
か
。

思
い
切
っ
た
新
築
支

援
の
制
度
作
り
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

モ
ン
ベ
ル
誘
致
の
具

体
的
な
道
筋
は
あ
り

ま
す
か
。

　

ま
た
、
月
山
湖
で
、
な

ぜ
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な
の
で

す
か
。特

定
企
業
の
出
店
を

前
提
と
せ
ず
、二
つ
の

百
名
山
や
月
山
湖
な
ど
の

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
含
む
、

拠
点
・
情
報
発
信
地
の
基

本
構
想
を
進
め
ま
す
。　

  

　

漁
協
の
放
流
や
試
し
釣

り
を
ふ
ま
え
、安
全
な
ワ
カ

サ
ギ
釣
り
の
事
業
化
を
実

施
し
ま
す
。

事
業
へ
参
加
さ
れ
て
い
な

い
方
へ
の
対
応
で
す
。

認
定
地
域
ク
ラ
ブ
制
度

令
和
８
年
７
月
に
、

西
川
町
認
定
地
域
ク

ラ
ブ
制
度
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、目
的

と
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す
。

今
後
の
展
開
を
考
慮

し
、
推
進
計
画
・
地

域
ク
ラ
ブ
の
認
定
・
支
援

体
制
整
備
の
進
め
方
や
、

認
定
基
準
、
安
全
管
理
な

ど
の
制
度
を
説
明
し
て
、

意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

部
活
動
の
種
目
別
要
望

部
活
動
の
各
種
目
別

対
話
会
で
の
要
望
を
、

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

主
な
現
状
を
伺
い
ま
す
。

他
指
導
者
謝
金
や
運

営
補
助
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
予
算
の
範
囲
内
で

早
急
に
執
行
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

公
平
性
の
担
保
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
議
論
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

問 問

問問

問 問

問

問 問

問問問問

答 答答

答答

答

答

答 答

答答答答

飯
い い の

野 幹
み き お

夫 議員

奥
おくやま

山 友
ともゆき

幸 議員

黒
く ろ だ

田 啓
ひらく

 議員

大
おおいずみ

泉 奈
な み

美 議員

人口減少に伴う職員体制は
町道の復旧工事は

少子化の現状を見据えた
小中学校の将来の運営体制を問う

保育園と保育園留学の今後は
町の商工振興の推進は

▲西川小学校▲町道水沢岩根沢線の仮復旧工事

社会福祉サービスの展開は
部活動地域展開は
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経　過

議会活性化特別委員会

１　調査の目的

２．調査項目

⒊　調査対象者

　西川町議会では、「議員のなり手不足の解消」、「町民に分かりやすく開かれ議会運
営」、「議会の強化」、「身近で信頼される議会」を目指しこれかの町議会を考えてい
く上で、町民の皆様方から幅広いご意見をお伺いすることを目的として、町民アンケー
トをお願いすることといたしました。

⒈　あなた自身について
⒉　身近で信頼される議会について
⒊　町民に分かりやすく開かれた議会運営について
⒋　議会機能の強化について
⒌　議員のなり手不足対策について

⒈　調査地域　　西川町全域
⒉　調査対象者　西川町在住の18歳以上の男女
※アンケート配布は11月16日の予定です。
※調査期間、調査方法、配布回収方法などの詳細については配布するアンケートに記入いたします。

 7 月 21 日

 7 月 31 日
 8 月 18 日
 8 月 19 日
 9 月 ７ 日
 9 月 24 日

 10 月 ２ 日

第 4 回委員会　第 1 小委員会　条例・規則の見直し
　　　　　　　第 2 小委員会　開かれた議会、定数、報酬の調査
第 5 回委員会　合同委員会　　調査検証の進捗状況について
第 6 回委員会　第 2 小委員会　調査検証
第 6 回委員会　第 1 小委員会　条例・規則の見直し
第 7 回委員会　合同委員会　　アンケート調査の検証
第 8 回委員会　第 1 小委員会　条例・規則の見直し
　　　　　　　第 2 小委員会　アンケート調査の検証
第 9 回委員会　合同委員会　　情報共有、アンケート調査の検証

アンケート調査のお願い

特 集
町民の声

報告

　

歴
史
の
あ
る
物
や
、希

少
価
値
の
あ
る
物
を
、町
の

文
化
財
に
登
録
し
、国
へ
申

請
し
て
認
可
さ
れ
る
と
１

点
に
付
き
毎
年
１
万
円
の

特
別
地
方
交
付
税
が
交
付

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
、町

文
化
財
の
維
持
管
理
の
費

用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

町
は
電
車
関
係
の
資
料

を
登
録
す
る
た
め
、調
査

を
開
始
し
ま
し
た
。

三山電車 寄付採納へ三山電車 寄付採納へ

　西川町の産業・観光において、三
山線が担った役割は計り知れません。
　今回のクラウドファンディングを
通して、全国から「モハ 103 の希少性」
と「三山線の記憶を残したい」とい
った支援者の声をひしひしと感じま
した。

　三山電車修復車両（モハ 103）・レール・
ポイント等を含め、付属品として 60 点ほど
あります。今後の管理を含め外部環境はボ
ランティアなど、みんなで残していかなけれ
ばならないと思います。
　指定文化財として付加価値を上げて、観
光面でも活用していただければと思います。

　昭和 37 年に入社したころ、町の人口は 1 万人を超えていました。   
　三山線は羽前高松駅から左沢線に直結しており、鉱物、木材などは
関東方面に運ばれて行きました。また、通勤通学の足となり、さらに
は三山参りのお客様でにぎわいを魅せていました。
　現在は車社会となりましたが、町の経済発展の遺産として認めてい
ただければと思います。

　

現
在
、設
楽
酒
造
店「
月
山
の
酒
蔵
資

料
館
」に
あ
る
三
山
電
車（
モ
ハ
１
０
３
）

は
、昭
和
49
年
の
山
形
交
通
三
山
線
廃

止
後
、現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
屋
外
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。後
年
に
な
っ
て
、経
年
劣

化
と
雪
の
重
み
と
で
屋
根
が
破
損
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

三
山
電
車
保
存
会
は
令
和
６
年
に
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
修
復

工
事
を
行
い
、同
年
８
月
に
町
へ
寄
付
採

納
の
要
望
書
を
提
出
し
、10
月
に
回
答

書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
話
し
合

い
を
重
ね
ま
し
た
が
、寄
付
採
納
ま
で
に

は
至
ら
ず
、約
２
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
第
３
回
定
例
会
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、町
は
三
山
電
車
の
修
復
車

両
を
持
ち
主
で
あ
る
設
楽
酒
造
店
か
ら

寄
付
を
受
け
る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寄
付
採
納
後
の
扱
い
は
町
へ
委
ね
ら
れ

ま
す
が
、議
会
と
し
て
は
、こ
れ
か
ら
の
維

持
管
理
と
有
効
な
活
用
を
期
待
し
ま
す
。

三山電車モハ103
修復工事

　大正 15 年の開業時に入
線した車両（モハ 103）は、
令和６年に修復工事を行い
ました。

▲修復工事

▲電車関連資料

青山　壮さん（吉川）
クラウドファンディング事務局

古沢勝廣さん（間沢）
三山電車保存会会長

柴田庄一さん（睦合）
当時の山形交通社員

町
の
文
化
財

登
録
で
国
か
ら

交
付
金
を

▲

修
復
さ
れ
た
車
両

三山電車に関わり
合いのあった方々に
お話を伺いました。

※寄附採納とは、個人や団体が所有する財産や物品を公共機関に寄付し行政が正式に受け入れる手続き

　活性化特別委員会では、第1小委員会と第２小委員会に分かれて協議を行っています。
　第１小委員会では議会の根本理念である議会基本条例、委員会条例、議会会議規則、傍聴規則
などの見直しについて、第2小委員会では、議員のなり手不足の解消、町民に分かりやすく開かれ
た議会運営、議員定数や議員報酬の見直し、議員の個人研修などについて調査検証を行い、合同
委員会において各小委員会での進捗状況の報告・意見交換を行い、方向性を検討しています。



西川町議会だより 第138号　15 14

り
拓
く
学
校
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

町
の「
ふ
る
さ
と
留
学
制
度
」

支
援

・
ふ
る
里
回
帰
留
学
制
度

　

4
万
円
／
月

・
ふ
る
里
創
り
留
学　
　

　

４
万
円
／
月

・
ふ
る
里
山
村
留
学

　

４
万
円
／
月

　

�（
３
つ
の
留
学
支
援
を
実

施
し
、こ
れ
ま
で
24
人
が

利
用
し
て
い
ま
す
）。

 

◎
所
見
◎

　

段
階
的
な
ふ
る
さ
と
学

習
と
異
年
齢
交
流
は
、
愛

郷
心
と
主
体
性
を
育
む
優

れ
た
仕
組
み
で
す
。
本
町

の
教
育
課
程
の
充
実
や
地

域
連
携
、
I
C
T
活
用
を

検
討
す
る
上
で
大
変
参
考

に
な
る
事
例
で
し
た
。

議
会
全
員
協
議
会

■
９
月
４
日　

����

令
和
７
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
ほ
か

議
会
運
営
協
議
会

■
７
月
21
日　

�

令
和
８
年
第
４
回
臨

時
会
の
運
営

■
８
月
25
日　

�

令
和
８
年
第
３
回
定

例
会
の
運
営

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

■
８
月
３
～
５
日　

�

常
任
委
員
会
合
同

視
察
研
修

■
９
月
７
日　

行
政
評
価
ヒ
ア
リ
ン
グ

■
10
月
１
日　

�

行
政
評
価
項
目
と
り

ま
と
め

産
業
建
設
常
任
委
員
会

■
８
月
３
～
５
日　

�

常
任
委
員
会
合
同

視
察
研
修

■
９
月
７
日　

行
政
評
価
ヒ
ア
リ
ン
グ

■
９
月
30
日　

�

行
政
評
価
項
目
と
り

ま
と
め

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

■
９
月
７
日　

�

議
会
だ
よ
り
１
３
８
号

の
入
稿
前
編
集
会
議

■
９
月
18
日　

第
１
回
校
正

■
９
月
25
日　

第
２
回
校
正

議会傍聴
のご案内

議場で行う本会議や特別委員会はインターネットで中継しているほか、過去
の映像を視聴することもできます。ぜひご覧ください。次回定例会は

12月です

面倒な手続きは何もあり
ません。ぜひお気軽に！

（12月7日からの予定）

議会や議会だよりについて「知りたい！、聞きたい !」という場合は、お気軽にお
問い合わせください。 メール：giji@town.nishikawa.yamagata.jp

■
９
月
29
日　

第
3
回
校
正

■
10
月
２
日　

第
4
回
校
正

■
10
月
６
日　

第
5
回
校
正
、校
了

決
算
特
別
委
員
会

■
９
月
４
日　

審
査
日
程
の
確
認

■
９
月
10
日　

�

決
算
説
明
、質
疑

　
　
　
　
　
　
（
企
業・特
別
会
計
）

■
９
月
11
日　

�

決
算
説
明
、質
疑

　
　
　
　
　
　
（
一
般
会
計
）

■
９
月
12
日　

�

決
算
説
明
、質
疑

　
　
　
　
　
　
（
一
般
会
計
）

■
９
月
14
日　

�

決
算
説
明
、質
疑

　
　
　
　
　
　
（
一
般
会
計
）

■
９
月
15
日　

�

決
算
説
明
、質
疑

　
　
　
　
　
　
（
一
般
会
計
）

■
９
月
16
日　

付
託
案
件
の
審
議

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

■
７
月
21
日　

�

第
４
回
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

■
７
月
31
日　

�

第
５
回
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

■
８
月
18
日　

�

第
６
回
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

■
８
月
19
日　

�

第
６
回
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

■
９
月
7
日　

�

第
７
回
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

■
９
月
24
日　

�

第
８
回
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

■
10
月
２
日　

�

第
９
回
議
会
活
性
化

特
別
委
員
会

　

8
月
3
日
～
5
日
に
か
け
て
行
政
視
察
研
修
で
は
、

徳
島
県
神
山
町
・
上
勝
町
・
那
賀
町
・
板
野
町
の
４
町

を
訪
問
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
察
先
で
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

山
間
地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
、
官
民
連

携
な
ど
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
の
原
点
を
学
べ
た
視
察

と
な
り
ま
し
た
。

他
市
町
村
で
の
町
づ
く
り
を
学
ぶ

総
務
厚
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
合
同
行
政
視
察
研
修
報
告

■
神
山
ま
る
ご
と
高
専

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

教
育
応
援
事
業
と
し
て
、

2
0
2
3
年
4
月
に
神
山

ま
る
ご
と
高
専
（
デ
ザ
イ

ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

科
）
を
開
校
し
ま
し
た
。

全
寮
制
の
高
等
専
門
学
校

で
あ
り
、
1
学
年
40
人
の

5
年
制
で
定
員
は
2
0
0

名
、
入
試
倍
率
は
10
倍
程

度
、
学
費
は
ほ
ぼ
無
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
は
補

助
金
を
交
付
し
て
お
り
、

そ
の
財
源
は
ふ
る
さ
と
納

税（
寄
付
）で
、
95
％
を
高

専
支
援
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
寮
制
で
あ

る
こ
と
か
ら
2
0
0
名
の

学
生
全
員
が
町
民
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
林
業
活
性
化

　
「
神
山
町
林
業
活
性
化

協
議
会
」を
立
ち
上
げ
、

「
人
材
育
成
の
充
実・認
定

者
制
度
の
導
入
・
林
業
体

験
授
業
・
森
林
所
有
者
が

森
林
活
性
化
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
む
た
め
の

支
援
」を
行
って
い
ま
す
。

　

森
林
経
営
管
理
事
業
に

つ
い
て
、国
の
補
助
に
該
当

し
な
い
場
合（
伐
採
、搬
出
、

整
地
、新
植
等
）で
も
、町

神
山
町

上
勝
町

が
同
額
の
補
助
を
実
施
し

て
支
援
し
て
い
ま
す
。

 

◎
所
見
◎

　

廃
校
舎
や
土
地
の
有
効

利
用
を
図
り
、人
口
対
策・

若
者
増
加
、町
内
経
済・交

流
活
性
化
に
寄
与
し
て
お

り
、官
民
学
が
連
携
し
た

事
業
で
し
た
。

　

ま
た
、
林
業
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
町
単
独
の
支

援
の
ほ
か
に
、
将
来
の
担

い
手
育
成
を
見
据
え
、
中

高
生
に
向
け
た
体
験
の
場

を
積
極
的
に
提
供
し
て
い

ま
し
た
。

■
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
タ

　

ク
シ
ー
事
業

　

2
0
0
3
年
の
町
内
タ

ク
シ
ー
業
者
廃
業
を
契
機

に
導
入
さ
れ
た
、
一
般
町

民
が
自
家
用
車
で
有
償
運

送
を
行
う
仕
組
み
で
す

（
第
二
種
運
転
免
許
は
不

要
）。運
賃
は
通
常
の
タ

ク
シ
ー
よ
り
約
20
％
安
く

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
登
録
ド
ラ
イ
バ
ー
は

46
名
で
、
町
民
の
ほ
か
県

外
か
ら
の
来
町
者
も
利
用

で
き
ま
す
。

■
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

　

1
9
8
6
年
に
葉
っ
ぱ

ビ
ジ
ネ
ス
「
い
ろ
ど
り
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
現

在
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
南

天
や
も
み
じ
、
柿
の
葉
な

ど
約
3
2
0
種
に
及
ん
で

い
ま
す
。
高
品
質
な
商
品

が
求
め
ら
れ
る
中
、
生
産

者
が
自
ら
苗
木
か
ら
育
て

て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

体
力
的
な
負
担
が
少
な

く
高
齢
者
で
も
取
り
組
み

や
す
い
仕
事
で
あ
り
な
が

ら
、
収
入
増
が
大
き
な
や

り
が
い
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
生
産
か
ら
流
通
ま

で
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
が

見
事
に
構
築
さ
れ
て
お
り
、

官
民
一
体
と
な
っ
た
事
業

展
開
が
特
徴
で
す
。

■
ゼ
ロ
・
ウ
エ
イ
ス
ト
事
業

　

1
9
9
8
年
に
焼
却
炉

設
備
を
設
置
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
2
0
0
0
年
に

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
が
生

じ
た
た
め
、
一
時
的
に
事

業
者
に
焼
却
処
分
を
委
託

し
た
と
こ
ろ
、
多
額
の
経

費
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
2
0
0
3
年
に

「
ゼ
ロ・ウ
エ
イ
ス
ト
宣
言
」

を
行
い
、
ゴ
ミ
の
分
別
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
46
種
類
に
分
別

し
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
81

％
に
達
し
て
い
ま
す
。
残

り
の
19
％
の
う
ち
、
ゴ
ム

や
保
健
衛
生
上
問
題
に
な

る
も
の
な
ど
3
種
類
に
つ

い
て
は
事
業
者
が
処
分
し

て
い
ま
す
。

 

◎
所
見
◎

　

町
内
で
は
、タ
ク
シ
ー

業
者
の
廃
業
に
伴
い
始
ま

っ
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

事
業
が
、行
政
の
補
助
と

団
体
の
努
力
に
よ
っ
て
重

要
な
移
動
手
段
と
し
て
成

功
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、大
寒
波
を
契
機

と
し
た
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
や
、高
齢
者
が
主

体
的
に
使
い
こ
な
す
先
進

的
な
I
T
活
用
な
ど
、地

域
住
民
の
意
欲
的
な
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、ゴ
ミ
収
集
車

を
走
ら
せ
な
い
先
進
的
な

ゼ
ロ
・
ウ
エ
イ
ス
ト
事
業

な
ど
、
町
民
一
人
一
人
の

深
い
理
解
と
協
力
に
支
え

ら
れ
た
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

■
徳
島
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館

　

美
し
い
自
然
の
魅
力
、そ

し
て
徳
島
の
木
の
伝
統
や

文
化
を
幅
広
い
世
代
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、「
徳
島

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
」が

誕
生
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
特
徴
と
し
て
、

「
集
い
の
空
間
・
木
育
の
空

間・に
ぎ
わ
い
発
信
の
空
間・

遊
び
の
空
間
・
体
験
の
空

間
」に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

 

◎
所
見
◎

　

県
内
外
か
ら
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
て
、
徳
島
の

木
の
伝
統
や
文
化
も
体

験
・
習
得
で
き
る
建
物
で
、

子
育
て
世
代
の
利
用
拡
大

に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
小
中
一
貫
校
の
取
組
み

　

平
成
9
年
に
開
校
し
た

木き
と
う頭
学
園
は
、
4
つ
の
教

育
目
標
の
も
と
、
9
年
間

を
見
通
し
た
小
中
一
貫
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

異
学
年
交
流
や
連
携
し

た
指
導
体
制
を
柱
に
、
低

学
年
で
の
「
地
を
知
る
学

び
」か
ら
始
ま
り
、「
地
域

を
体
感
し
」「
地
域
に
貢

献
す
る
」
段
階
的
な
ふ
る

さ
と
学
習
を
実
践
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
上
級
生
が
下
級

生
を
思
い
や
る
心
や
主
体

性
が
育
つ
大
き
な
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
教
育
課
程
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
地
域
と
の
連
携
や

I
C
T
活
用
を
一
段
と
推

進
し
、
子
ど
も
た
ち
が
地

域
に
誇
り
を
持
っ
て
未
来

を
主
体
的
・
創
造
的
に
切

議議
会会
のの
動動
きき

▲那賀町での研修 ▲神山町での研修

▲上勝町での研修

▲木のおもちゃ美術館

那
賀
町

板
野
町
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１
コ
マ

１
コ
マ

　今年も沼山龍神會による、水
掛け神輿渡御を行いました。地
域おこし協力隊など多くの皆さ
んからのご協力をいただき盛大
に行うことが出来ました。あり
がとうございました。
町議会へ
　町で全戸に配布しているタブ
レット「つながる君」活用です
が、緊急時連絡のみでなく、防
災訓練・予防週間など幅広い活
用を進めてください。

　団員の減少もある中で今年度４月から2名の入
団があり、団員一同喜んでいます。月2回の広報
活動や、西川町総合防災訓練では、救急救命等の
訓練を行いました。女性部、力を合わせて頑張って
います。
町議会へ
　これからも女性部の活動頑張りますので、応
援よろしくお願いします。

　結成４０年を迎える日本舞踊のサークルです。「あいべ」等
を会場に月に1回練習を行っています。町の文化祭・花火大
会・ミニデイで、踊りを披露しました。ご依頼があれば、どこ
へでも馳せ参じます。
町議会へ
　第三回定例会の一般質問を傍聴しました。議員の質問
と町の答弁の真剣なやり取りを通じて議場の緊張感が伝
わってきました。また傍聴します。

第１分団女性部
小川美佐香さん（海味）
佐藤　幸子さん（睦合）
佐藤　武美さん（入間）
阿部あつ子さん（間沢）

阿部　松子さん（海味）
木村　睦子さん（海味）
福島　弘子さん（海味）
菊池みえ子さん（海味）

菅野　清さん
（間沢）

白田里英さん
（入間）

荒木育英さん
（沼山龍神會）

　月山の恵みを味わえる、道の駅
にしかわレストランへぜひお越し
ください。自慢の月山和牛を使っ
た牛丼やビーフストロガノフに加
え、地元のキッタロ珈琲とコラボ
したオリジナル豆のコーヒーシェ
イクなど、地域の美味しい魅力を
揃えてお待ちしています。
町議会へ
　日頃より町政への多大なるご
尽力をいただき感謝申し上げま
す。皆様の活動が地域の力に繋
がっています。これからも共に
がんばりましょう。

　現役を引退して、老後の楽し
みで和太鼓とエレキギターをや
っています。披露する機会がた
くさんあって楽しんでいます。
間沢の敬老会でも披露しました。
これから町の文化祭でのステー
ジがありますので楽しみにして
います。
町議会へ
　議員のみなさんは、各地域の
行事には積極的に参加していた
だきありがとうございます。地域
の人とふれあい、いろいろお話し
ていただければと思っています。

和晃会

　

月
山
の
残
雪
が
ま
ぶ
し
か
っ
た

4
月
か
ら
実
り
の
秋
の
10
月
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
の
半
年
間
、
大
井

沢
や
岩
根
沢
の
美
し
い
道
を
歩
き
、

綱
取
地
区
で
な
め
こ
の
菌
打
ち
の

お
手
伝
い
を
す
る
な
ど
、
西
川
町

の
豊
か
な
自
然
と
人
々
に
触
れ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
歩
く
先
々
で
出

会
う
温
か
い
町
民
の
皆
様
と
の
触

れ
合
い
や
、
地
域
に
息
づ
く
独
自

の
暮
ら
し
の
中
に
は
、
私
た
ち
が

未
来
へ
繋
ぐ
べ
き
こ
の
町
の
大
き

な
可
能
性
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
と

改
め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
日
々
の

感
動
を
、
皆
様
へ
分
か
り
や
す
く

丁
寧
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
励
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
朝
晩
の
冷
え
込

み
が
一
段
と
厳
し
く
な
る
季
節
で

す
が
、
お
体
に
気
を
つ
け
て
実
り

多
き
秋
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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佐
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黒
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奧
山　

友
幸

ご
長
寿
を
祝
っ
て

　

間
沢
地
区
敬
老
会
は
４
町

内
会
、
92
名
の
み
な
さ
ん
が

一
堂
に
会
し
、
ス
テ
ー
ジ
で

は
和
太
鼓
・
三
味
線
・
田
植

踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
会

食
を
し
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。　

 

　

久
し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る

方
も
い
て
会
話
も
弾
み
、
ま

た
カ
ラ
オ
ケ
を
熱
唱
す
る
方

も
い
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

　

み
な
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の

ご
健
康
と
、
ご
長
寿
で
あ
り

ま
す
こ
と
を
願
い
ま
す
。


